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1. 本稿の目的
本稿は、筆者が 2002 年から行ってきた中島飛行機三鷹研究所についての調査 1) から、学
校での勉学にかえてこの研究所での労働を強いられた学徒の体験を抜き出したものであ





















機・ハ 54 の開発を行った。しかし 1944 年夏、サイパン島が陥落したことによりこの開発






1945 年 4 月に中島飛行機は国営化され、第一軍需工廠となった。三鷹研究所の機体部門





満州事変・日中戦争による労働力不足を補うため、1941 年 11 月勅令「国民勤労報国協力
令」により、1 年間で 30 日以内の軍需工場などへの学徒動員が始まった。東京都の場合は、
東京都長官・警視庁長官が共同で学校長に対し出動命令を出した。期間はしだいに長くなり、
ついに太平洋戦争も後半に入った 1944 年 2 月、閣議決定「決戦非常措置要綱」により、













①日本大学第二中学校（戦後、日本大学第二高校に）。5 年の中の 1 クラス約 50 名 7)。
1944 年 4 月から 1945 年 3 月の卒業まで。5 名と面接した。
②都立機械工業学校 8)（戦後、都立小金井工業高校に）。4 年生（3 期生）全員。約 160 名。
1944 年 5 月から1945 年 3 月の卒業まで。3 名と面接し、3 名と電話、さらに 2 名から
手紙等を頂いた。『東京都立小金井工業高等学校創立 50 周年記念誌』（同校、1989 年）。
町田市企画部『ふたたびくりかえすまい』（町田市、1988 年）には元同校学徒の田中彰
の体験記が掲載されている。
③航空科学専門学校（戦後、東海大学工学部に）。1944 年 5 月から 1945 年 5 月まで。2
年生の物理科 80 数名の内 70 数名。2 名と面接した。『東海大学工学部三十五周年史』
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（同学部、1979 年）。
④武蔵野女子学院高等女学校（戦後、武蔵野女子学院高校に）。4 年紫・紅組 73 名が
1944 年 6 月から。3 年全員（人数は不明だが当時 1 学年は 100 名程度）が 8 月 20 日
から。終期は不明だが、通例からすれば、4 年は 1945 年 3 月の卒業まで、3 年は 終戦
までとなる。『武蔵野女子学院五十年史』（同学院、1974 年）。
⑤三鷹第一国民学校（戦後、三鷹市立第一小学校に）。高等科 2 年男子 1 クラス 40 数
名・女子 1 クラス 40 数名らしいがはっきりしない。1944 年 8 月から 1945 年 3 月の卒
業まで。1 名と面接し、1 名と電話。『三鷹市立第一小学校創立百周年記念誌』（同校、
1992 年）。
⑥都立玉泉中学校（戦後、都立十中（後の都立西高校）に統合される）。1944 年 11 月か
ら終戦まで。2 年全員約 150 名（ただし終戦時には疎開などで約 100 名に減っていた）。
2 名と面接。1995 年に同窓会が文集『玉泉』を自費出版。三鷹研究所について 14 名が
書いている。
⑦都立桜水女子商業学校（戦後、都立桜水商業高校に）。4 年生の一部。人数不明。
1944 年 4 月から中島飛行機荻窪製作所へ 9)。1944 年に同校の I は、荻窪製作所から同
製作所の試作部門が三鷹研究所に移動したのに伴って三鷹研究所に移動したという 10)。
12 月と推定される 11)。通例に従えば 1945 年 3 月の卒業まで動員されたことになるが、
I は卒業後も学徒報国隊として三鷹研究所にいたので、一部の者は専攻科に進学して終
戦までここに継続して動員されたようだ。
⑧都立航空工業専門学校（戦後、東京都立大工学部に）。1944 年 12 月から終戦まで。
1 年航空機科・航空発動機科全員約 80 名。1 名と面接。
⑨都立工業専門学校（戦後、東京都立大工学部に）。1945 年 1 月から終戦まで。1 年機械








勤労報国隊報告書」（『東京大学史紀要』第 17 号、1999 年 3 月）がある。東大十八史
会編『学徒出陣の記録』中央公論社 1968 年には榎本宗次、黒住武・菱刈隆永による 2
編の体験記が収録されている。『戦争のきずあと・むさしの』第 8 号（武蔵野の空襲と




⑪都立重機工業学校（戦後、都立世田谷工業高校に）。5 年生全員約 140 名 13)。1944 年
4 月から東京飛行機（後の倉敷飛行機）、1945 年 1 月から 3 月の卒業まで三鷹研究所。
2 名と電話。都立世田谷工業高校『創立 60 周年記念誌』（同校、2000 年）。
⑫都立第五高等女学校（戦後、都立富士高校に）。1944 年の 8 月から 3 年生は立川飛行機
砂川工場と北辰電機製作所に動員されていたが、4 年生に進級後の 1945 年 4 月、空襲
により校舎が全焼。焼け跡片付けに駆り出された後、1945 年 5 月に 4 年生・専攻科が
三鷹研究所の発動機部門に入所、終戦時まで動員された。1 学年の人数は約 200 名だが、
三鷹研究所に動員された人数は 50 名ほどではないかという 14)。1 名と面接、2 名と電話。





○三鷹第二国民学校（戦後、三鷹市立第二小学校に）。高等科 1 年男子 50 名弱が 1944 年
夏ごろから倉敷飛行機に。その後終戦まで三鷹研究所に。2 名と面接。三鷹市『いま語








以上より 1945 年 2 月の時点では 1,100 名を上回る学徒が動員されていたことになる。な
お、三鷹研究所の従業員数は学徒も含め、機体部門約 2,000 名、発動機部門約 2,000 名、計














































5 月 25 日　晴









5 月 26 日　晴

























れ、57 名の死者が出た。この後、B29 は次々と日本列島を空襲し、12 月 3 日の同製作


























































































































































































































































「発動機試作工場の自分が配属された罫書きをする部署では、朝 7 時から夜 7 時まで
の 12 時間労働だった。定刻は 5 時までだが、いつも 2 時間の残業があった。これは辛
かった。残業になると野菜ばかり煮たすいとんが出た。」69)








学校ごとの学徒報国隊に対して一括して「報償」が与えられた。1944 年 5 月に文部省か
ら発せられた「工場事業等学徒勤労動員受入側措置要綱ニ関スル件」によれば基本報償算定
基準（月額）は次の通りである。男子。大学 70 円、専門学校 60 円、中学校 3 年以上 50 円、





ちなみに 1944 年の物価例としては、白米 2 等 10kg 3 円 57 銭。食パン 1 斤 26 銭。牛肉
1 等 100 匁 (375g) 1 円 53 銭。しょうゆ 1 升 77 銭。日本酒 1 級 1 升 12 円。入浴料 12 銭。























































めていた。F6F や F4U が弾幕をぬってこちらに飛んできた。写真ではよく見ていたが
実際には初めて見るアメリカの戦闘機だった。1 列になって飛んできた。パイロットが
顔を出して笑っているのが見えた。研究本館の南西のあたりに材木を鳥居状に組んで











「2 月、艦載機の空襲により 4 名の工員が壕で生き埋めになった。葬儀が深大寺で行
なわれた。副社長と監督官の 2 通りの弔辞原稿を頼まれた。副社長の方をより哀悼の
意をこめて書くようにとのことであった。」94)
その後も艦載機の襲来は度々あり、1945 年 4 月からは硫黄島から発進した陸軍機










「5.2. 入所式」で述べたように、1944 年 11 月からは B29 が上空を飛行するようにな
っていた。
航空科学専門学校
















































































2002 年から 2005 年 9 月上旬までに、筆者に何らかの形で三鷹研究所について情報を提供してく
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ださった方は 70 名である。面接をし、その主要部分を録音したケースが 48 件。電話のみの調
査で録音がないケースが 15 件。手紙などを送っていただいたケースが 7 件である。本稿では個
人名は公表しないが、その方の立場、聞き取り調査の日付と方法は脚注で示した。さらに情報提
供者についての情報を得たい方は、筆者への直接のお問い合わせを願いする。




2) 情報提供者 70 名中、三鷹研究所で働いていた方は 52 名である。その内 31 名が元動員学徒であ
る。
なおこのテーマの先行研究としては齊藤勉『東京都学徒勤労動員の研究』のんぶる舎、1999









動員』BOC 出版部、1997 年、8–15 頁。
5) 1944 年度の動員開始時点における学年と年齢・生年を以下に示す。中学校・高等女学校・実業
学校の5 年生が 17–16 歳で 1927–28 年生まれ、4 年生が 16–15 歳で 1928–29 年生まれ、3 年生が
15 歳–14 歳で 1929–30 年生まれ、2 年生が 14–13 歳で 1930–31 年生まれ、1 年生が 13–12 歳で
1931–32 年生まれである。
国民学校高等科の 2 年生・1 年生は、この 2 年生・1 年生と同じ年代である。
なお、中学校・高等女学校・実業学校の 4 年生だった学徒は 1945 年 3 月、繰り上げ卒業となり
5 年生と同時に卒業した。ただし卒業後も「専攻科」に進学する形でそのまま継続して動員され
る場合もあった。修業年限に達しない学徒は 1945 年 4 月に 1 学年進級し、終戦まで継続して動
員されることとなった。
本稿で扱う 2 つの工業系の専門学校には、中学校修了者が進学した。
大学には中学 4 年又は 5 年修了者が高等学校（修業年限 3 年。ただし 1943 年から 2 年に短縮）
を修了した後入学した。本稿で扱う東大文学部学徒の場合、入学は 1941 年 4 月から 1945 年 4
月までであり、年齢にはかなり幅がある（前掲『東京大学史紀要』第 17 号、30–53 頁）。
6) 人数、時期については、本文中に示した各校の記念誌・文集などの記述による（②『ふたたびく
りかえすまい』175 頁。人数の記述はなし。③記念誌 33 頁。④記念誌 246–247 頁。3 年の人数
の記述はなし。⑤記念誌 161 頁。人数の記述はなし。⑥文集 38・42 頁。⑨山田誠前掲書 124 頁。
ただし佐藤東喜彦の体験記によれば人数は 81 名であるという。⑩『東京大学史紀要』第 17 号
38–41 頁。⑪記念誌 48–50 頁。⑫記念誌 70 頁。人数の記述はなし）。
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それ以外は各校の元学徒からの聞き取り調査などによる（①2004 年 6 月 19 日元学徒 5 名との
面接。②人数については 2002 年 5 月 28 日付け元学徒からの手紙。⑤人数については 2005 年 8
月 12 日元学徒との電話、2005 年 8 月 13 日元学徒との面接。⑧2002 年 7 月 18 日元学徒との面
接。○三鷹第二国民学校については 2002 年 9 月 20 日元学徒との面接）。
7) この中には『飛行機メカニズム図鑑』グランプリ出版、1985 年などの著書があるイラストレー
ター出射忠明がいた。同書にはキ 87、「剣」のイラストが掲載されている。
8) ②は 1939 年の設立。このころ軍需産業の急激な成長により、大量の技術者が必要とされたため、
工業学校・工業専門学校が増設された。③⑧は 1943 年の設立、⑨⑪は 1940 年の設立である
（②③⑪は本文中に示したそれぞれの記念誌に、⑧⑨は『東京都立大学五十年史』同大学、2000
年による）。
9) 『35 年の歩み 1976 東京都立桜水商業高等学校』同校、1977 年、71 頁。
10) 碇義朗『決戦機疾風航空技術の戦い』光人社、1996 年、291 頁・302–303 頁。
11) 戦後米軍が作成した資料・USSBS 資料 USB-13. Roll. 222A（国立国会図書館憲政資料室）、コマ
番号 799 によれば 1944 年 12 月に荻窪製作所（発動機部門）の試作部門のほとんどと研究部門
が三鷹研究所に移転したという。2002 年 8 月 7 日に面接した元発動機部門技師は、1944 年の春、
荻窪製作所からハ 54 の設計のため三鷹研究所に移り、それが中止となった同年 8 月、荻窪製作
所に戻り、同年 12 月、再び三鷹研究所に移動したという。
12) 同書では「剣」が実戦に使用されたことになっているが、「剣」の審査主任であった高島亮一
「回想―キ 115『剣』」第 7 回、『航空ファン』文林堂、1993 年 7 月号、171 頁によれば、これは
誤りである。
13) この中には後の芥川賞作家田久保英夫がいた（『田久保英夫・新潮現代文学 75』新潮社、1981 年、
369 頁）。なお彼の作品「解禁」には動員中の体験をデフォルメしたと見られる記述がある（同
書 275–276 頁）。
14) 2005 年 9 月 3 日元第五高等女学校学徒との電話より。当時はすでに学年の半数約 100 名が疎開
していたという。
15) 元玉泉中学校学徒からの 2003 年 3 月 28 日付け手紙、前掲『玉泉』66 頁による。
16) 東京市役所編纂『東都学校案内昭和 4 年版』三省堂、1928 年、101 頁には、この学校は「本所区
横綱町 2 丁目 10 番地」にあり、入学資格は高等小学校 2 年もしくは中学 2 年修了程度、修業年
限は 3 ヵ年、学科は商業学校規程に依る、とある。
17) 2003 年 3 月 12 日元東京貿易植民語学校学徒との電話によれば、後藤康雄「それでも生きていた
親友」府中市社会教育課『戦争の記憶と平和へのおもい』同課、1998 年は、元同校学徒が三鷹
研究所の発動機試作工場での思い出を書いたものである。
18) 女子美術学校については 2002 年 7 月 16 日元会計課職員との面接、2002 年 7 月 18 日元航空工業








1999 年 181 頁、機体部門・発動機部門双方については 2003 年 8 月 25 日元発動機部門事務員と
の面接、2004 年 3 月 17 日付け元会計課係長の手紙による。
USSBS 資料 USB-13. Roll. 222A、コマ番号 813・816 では、1945 年 2 月の時点で発動機部門に
は 3,030 人の従業員がおり、そのうち学徒は 510 人、機体部門には 1,493 人の従業員がおり、そ
のうち学徒は 163 人いたとされている。ただこの資料には、コマ番号 813・816 と矛盾するデー
ターがコマ番号 812 にあり、あまり信用できない。
20) この節以降の「 」内は脚注で示す聞き取り調査や体験記などを、筆者が要約したものである。
21) 2005 年 1 月 18 日・2005 年 2 月 8 日の 1 名づつ計 2 名の元航空科学専門学校学徒との面接によ
る。
22) 2004 年 6 月 19 日 5 名の元日大第二中学校学徒との面接による。
23) 前掲『さわらびの記憶』37 頁。これは 4 年生がすでに動員されているとすれば、1943 年 5 月の
アッツ島玉砕から 1 年程経過した、1944 年 4 月から 7 月にかけての出来事と思われる。
24) 前掲『武蔵野女子学院五十年史』246 頁。
25) 前掲『玉泉』35 頁。
26) 2002 年 6 月 21 日付け元機械工業学校学徒の手紙より。
27) 前掲『玉泉』40 頁・66 頁。










からこれはこたえた。」（2002 年 10 月 28 日元同校学徒との面接より）。
34) 2003 年 8 月 22 日元機械工業学校学徒との面接より。






37) 2005 年 8 月 13 日元三鷹第一国民学校学徒との面接より。
38) 2004 年 6 月 19 日 5 名の元日大第二中学校学徒との面接より。うち 2 名は格納庫の中の原図の部
署にいた。
39) 2004 年 6 月 19 日 5 名の元日大第二中学校学徒との面接より。うち 1 名は格納庫の中の小さな部
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品を作る部署にいた。




42) 2002 年 7 月 18 日元航空工業専門学校学徒との面接より。この話者はその後「剣」の脚の設計も
手伝ったという。なお前掲『中島戦闘機設計者の回想』172・188 頁には、技師から見た設計室
の動員学徒の姿が記されている。
43) 2003 年 8 月 25 日付け元機械工業学校学徒の手紙より。
44) 2005 年 1 月 18 日元航空科学専門学校学徒との面接より。
45) 前掲『玉泉』40 頁。
46) 前掲『玉泉』49 頁。
47) 2004 年 6 月 19 日 5 名の元日大第二中学校学徒との面接より。日大第二中学校学徒は当初全員農
場で働いた。この農場は今の運転免許試験場（府中市）の敷地にあったという。なおこの是政線
より西のエリアは、線路で三鷹研究所の中心部とは隔てられているため、本来は寮や社宅の用地




48) 前掲『玉泉』50 頁。なお同じ農耕隊でも、日大第二中学校のそれが施設が未完成だった 1944 年
春からのことであるのに対し、玉泉中学校のそれは疎開が進んだ終戦も近い 1945 年春からのこ
とである。
前掲『東京大学史紀要』第 17 号、35 頁によれば、終戦間際三鷹研究所に残った東大文学部学
徒も、意欲の低下が見られた新入の動員学徒を反省させて勤労意欲を高揚させるため、研究所内
の荒地の開墾を決定している。
49) 2004 年 6 月 19 日元日大第二中学校学徒との面接より。「剣」試作機完成により格納庫での仕事
が少なくなったので、運転免許を持っていた 1 名が最初に運輸課に移り、その後仲間を誘い、筆
者が面接を行った 5 名とも運輸課で働くことになったという。
50) 2005 年 8 月 13 日元三鷹第一国民学校学徒との面接より。運輸課に属する者としてではなく、発
動機部門の雑用の一つとしてこのような仕事をしたという。
51) 2002 年 3 月 25 日元東大文学部学徒との面接より。中島飛行機は発足当初から技術部門優先の組
織であり、日中戦争の頃になっても事務部門は簡単なもので、そこでは大卒者はほとんど採用さ








58) 2005 年 7 月 29 日元玉泉中学校学徒との面接より。
59) 2002 年 11 月 10 日元機械工業学校学徒との電話より。
60) 2004 年 6 月 19 日 5 名の元日大第二中学校学徒との面接より。2005 年 8 月 13 日元三鷹第一国民
学校学徒との面接より。2005 年 8 月 25 日元第五高等女学校学徒との電話より。
61) 前掲『玉泉』54–55 頁。なお当時の是政線の客車の東側の窓には白い紙が貼られ、調布飛行場や
三鷹研究所が見えないようにされていたという（2002 年 8 月 16 日元機体部門設計部職員との面
接より）。
62) 前掲『玉泉』68 頁。
63) 2002 年 5 月 11 日元第五高等女学校学徒との面接より。
64) 2002 年 11 月 10 日元機械工業学校学徒との電話より。
65) 2005 年 8 月 13 日元三鷹第一国民学校学徒との面接より。
66) 前掲『東京大学史紀要』第 17 号、58 頁・2002 年 3 月 25 日元東大文学部学徒との面接より。
67) 前掲『東京大学史紀要』第 17 号、36 頁。
68) 2002 年 4 月 27 日格納庫に配置された元機械工業学校学徒との面接、2002 年 7 月 18 日研究本館
の設計に配置された元航空工業専門学校学徒との面接、2003 年 3 月 28 日付け研究本館の材料研
究に配置された元玉泉中学校学徒の手紙、2004 年 6 月 19 日農場・格納庫・運輸課に配置された
5 名の元日大第二中学校学徒との面接より。
69) 2002 年 11 月 18 日元機械工業学校学徒との面接より。中島飛行機の労務管理については高橋泰
隆『中島飛行機の研究』日本経済評論社 1988 年を参照。
70) 2003 年 8 月 29 日元発動機部門工員（旋盤担当）との面接より。
71) 2003 年 8 月 22 日元機械工業学校学徒との面接より。この話者は発動機試作工場でミーリングを
担当した。そこでは現、武蔵野日赤病院の敷地に置かれた高射砲の部品も作らされたという。
72) 水谷総太郎『中島飛行機エンジンとともに』酣燈社、1999 年、113 頁、2003 年 4 月 1 日付元玉
泉中学校学徒の手紙より。
73) 前掲『記録―少女たちの勤労動員』93 頁。
74) 前掲『東京大学史紀要』第 17 号、45 頁、2002 年 5 月 11 日元第五高等女学校学徒との面接、
2002 年 7 月 18 日元航空工業専門学校学徒との面接、2002 年 10 月 28 日元三鷹第二国民学校学
徒との面接、2003 年 8 月 21 日元重機工業学校学徒との電話、2005 年 7 月 29 日元玉泉中学校学
徒との面接などより。
75) 2002 年 4 月 27 日元機械工業学校学徒との面接、2004 年 6 月 19 日元日大第二中学校学徒との面
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76) 原田勝正『昭和世相史』小学館、1989 年、131 頁。
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80) 2002 年 12 月 6 日元重機工業学校学徒との電話より。
81) 前掲『玉泉』40 頁。
82) 前掲『玉泉』56 頁。
83) 2002 年 4 月 27 日格納庫にいた元機械工業学校学徒との面接より。
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84) 2002 年 5 月 11 日発動機試作工場にいた元第五高等女学校学徒との面接、2005 年 7 月 29 日格納
庫にいた元玉泉中学校学徒との面接より。
85) 2002 年 7 月 18 日研究本館にいた元航空工業専門学校学徒との面接より。
86) 2002 年 11 月 18 日発動機試作工場にいた元機械工業学校学徒との面接より。
87) 2004 年 6 月 19 日 5 名の元日大第二中学校学徒との面接より。その内の 1 名がバターと発言した
とき、そんな貴重品を、と残りの 4 名からは驚きの声が上った。
88) 2005 年 2 月 8 日研究本館にいた元航空科学専門学校学徒との面接より。
89) 2002 年 10 月 28 日格納庫にいた元三鷹第二国民学校学徒との面接。2003 年 8 月 21 日研究本館








92) 2002 年 7 月 18 日元航空工業専門学校学徒との面接より。
93) 2002 年 11 月 10 日元機械工業学校学徒との電話より。
94) 前掲『学徒出陣の記録』190 頁。
95) 前掲『東京大学史紀要』第 17 号 45 頁。
96) 前掲『さわらびの記憶』74–75 頁。
97) 2005 年 2 月 8 日研究本館にいた元航空科学専門学校学徒との面接より。調布飛行場に配備され











104) 前掲『学徒出陣の記録』192–194 頁・2002 年 3 月 25 日元東大文学部学徒との面接より。
105) 2002 年 12 月 13 日元重機工業学校学徒との電話より。
106) 前掲『さわらびの記憶』46 頁。
107) 2004 年 6 月 19 日 5 名の元日大第二中学校学徒との面接より。
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